































































































































































































































































t=Tでもとに戻る。 o<t < Tではリミットサイク
ル軌道上のどこかの状態をとるのだが、時刻tで寂っ
ている状態の位相をや =21ft/Tと定義する。つま
り、リミットサイクル軌道上ではの =ω ニ 2π/Tが
或り立ち、位相は時開的iこ均等に決められているこ




























































た。これは、状態点 W 存+mT)(m = 1，2，...)に
対しても成立するので、状意点科T(t十mT)はすべ
て再ーのアイソクロンI(仇)上の点であり、つまり、















-一一・ー (5)dt δ研T dt 









































ただし、 Z(併は、 w=χ(φ)における位相勾配で つ振動子が2つ結合した系を考えよう G
8ct I 
Z(め=一i:TI δWI IW=χ(φ) 
式 (11)を式 (8)に代入すると次を得る。
dct ，r7 I 1¥ I ， ¥ ， ，( e2 ¥ 
ーニω+eZ(ゆ). p(t) + 0 ( 7 ) . (13) dt --， --¥ T / r ¥ -/ ' -¥入/
したがって、 ξの最低次で辻、位梧のみで閉じた記



















δF _， '1 




--ω 十 ξZq(ゆ)p(t)+ 0 ( ~ ) ， (16) dt --. --<j¥T/.¥-， • -¥入/
/θゆ δF¥
Zq(φ)=1一一-ー) (17) 





d叫んー~~ J. = F(W1) + eG(W1ラW2)，dt 






















一一 =ω+Oh(わ)+ξZ(わ).G(わ，仇)， (21) 
dt 






















































た。この関数r(・)~ま位棺結合関数 (phase coupling 
function)と呼ばれる。同様に振動子の不均一性を
表す関数h(わ〉も次のように平均化する。










dφz 一一=ω÷ξr(φ1ーの)， (30) dt 
























--=ω1 + tl Sin(lt2 -φ1)ラ (32)dt 
dlt2 











































t2ω1ナ t2W。=ー プ :プー (36) 
tI，. t2 
を得る。つまり、結合強麦ε1とε2の比によって、再





























































































































互主 =L忽十 εp. (44) 
dt 
ここでp= (Pl，P2ぃ・jγ である。次に zを富有ベ
クトルをイ吏って分解する。
a(t) = y(巾 +LYe(t)がめ (45) 
ε=1 




















































る。 y= va(O) =叫である色すると式(4めから明ら




















-2 。1 1 
L=I 
1 -1 。。
(50) 。1 -1 。。l 1 -2 
このLに対する左0固有ベクトルは規格化条件(間二
1)に注意すると、次式となる。






































と右富有ベクトルは平行で毒 1')"vu = 1の競格化

































































Ju(.e) = λEU(E)， (61) 
V(問 )J=λmV(m)， (62) 
次に、式(61)の左側からがm)を、式(62)の右側か
らU(のを作用させ、辺々ひくと次を得る。
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